
第１７号 平成２２年 ６月１３日

達脇、最終回に１安打を喫し、ノーヒット・ノーランを逸す・・・

６／１３（日）雨で伸び伸びになっていた、我がチームの区民大会が幕を開けた。その区民大会を首を長くして待っていたのは、
今日の先発達脇であった。彼の区民大会に掛ける意気込みは、恐らくチーム１であろう！今日の我がチームは後攻、さー、期待の
達脇のマウンド、初球はボールから始まった。しかし、気が付けば、最高の立ち上がりで、三者三振に討ち取る立ち上がりであっ
た。その裏の我がチーム初回の攻撃、２番哲也が、安打で出塁、そして間髪入れての２盗、そして続く深沢は、２ストライクを取
られるも、３球目を綺麗にセンターに運び、先制点をゲットした。続く回も達脇劇場は続く、今度は、打たせて取るピッチングで、
三者凡退、続く裏の攻撃、今日の打線は、昨日のお粗末な打線と異なり、ガラっとチームに徹していた。先頭のたかあきが安打で
出塁、打ちたい症候群の代名詞の浅沼が、見事四球を選択、これは大きな収穫、そして、１死後、今日先発の達脇が、綺麗に右線
に運び２ベース、後続は倒れたが、この回も２点をゲットし、展開を有利にした。さて、今日の一番のピンチは翌３回に訪れた。
突如乱れるのも達脇の特徴、何とこの回先頭打者にストレートの四球を与えた。後続は、三ゴロに打ち取るも続く打者には四球、
続く打者には、中飛、しかし、続く打者には、四球と自身で、ピンチを迎えてしまった。二死満塁の相手得点チャンスの場面、し
かし、見せ場を自身で演出したかのように、続く打者には、見逃しの三振を奪取し、見事０点に抑えた。見事かどうかは簿妙だ
が・・
続く我がチームは、その後、淡々と各１点づつ奪取し、５点を揚げた。そしてそして、守備でも見せ場を見せた、今日の我がチー
ムであった。１試合２度のDPをゲットしたのである。これは、チーム発足以来の記録である。１個目のファーストは捕球した
ボールの行方が危なかったけどね！
本当に今日はチーム一丸の勝利を感じた。ベンチを含め、個々人がやるべき事をやった結果であろう。
大飛球を捕球した山田は、フェンスを恐れない好プレー！たかあき、ユニホームを汚したくないにも関わらず、３盗塁はお見事。
この良い雰囲気を継続し、今後のゲームも勝利しよう！さー、今期最多の貯金５だよ！！！！！
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チームの勝つ気持ち
が、今日の勝利を呼

んだ！


